
『
石
門
文
字
禅
』
所
収
の
祭
文
に
つ
い
て
の
一
考
察

小
早
川

浩

大

一
、
は
じ
め
に

『
石
門
文
字
禅
』（
一
一
二
二
、
以
下
『
文
字
禅
』）
は
北
宋
末
の
臨
済
宗
黄
龍
派
の
恵
洪
覚
範
（
一
〇
七
一
～
一
一
二
八
）
の
詩
文
集

で
あ
る
。
恵
洪
に
は
数
多
く
の
著
作
が
伝
わ
り
、
そ
の
分
野
は
当
時
の
禅
林
に
関
す
る
見
解
を
示
し
た
随
筆
や
禅
僧
伝
、
ま
た
は
経
論
の

註
釈
書
や
五
家
宗
旨
の
提
唱
な
ど
実
に
多
岐
に
わ
た
る
。
ま
た
学
僧
の
姿
の
み
な
ら
ず
、
詩
文
を
主
題
と
し
た
随
筆
や
詩
作
に
関
す
る
評

論
な
ど
詩
文
僧
と
し
て
の
一
面
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え
て
柳
田
聖
山
は
恵
洪
に
は
「
芸
術
、
哲
学
、
歴
史
を
綜
合
す

る
壮
大
な
禅
仏
教
の
構
想
」
が
あ
っ
た
と
評
し
て
い
る
。
自
ら
文
字
禅
の
言
葉
を
用
い
、
文
字
を
以
て
禅
を
著
わ
す
と
と
も
に
禅
の
文
化

を
形
成
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
「
日
本
中
世
の
宗
教
と
学
問
に
、も
っ
と
も
大
き
い
影
響
を
与
え
た
、宗
朝
禅
者
の
一
人
」
で
あ
り
「
五

山
文
学
の
成
立
は
、
恵
洪
を
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
捉
え
て
い
る
。

こ
の
恵
洪
の
文
字
禅
に
つ
い
て
周
裕
鍇
は
、
仏
教
や
禅
の
み
な
ら
ず
儒
教
や
道
教
の
視
点
も
踏
ま
え
て
、
当
時
の
禅
林
に
お
け
る
「
無

事
禅
」
傾
向
や
「
無
言
禅
」
の
宗
旨
を
批
判
し
、
言
語
の
重
要
性
や
経
論
研
鑽
の
重
要
性
、
ま
た
知
識
増
加
の
た
め
に
詩
文
を
暗
誦
す
る

こ
と
の
必
要
性
か
ら
文
字
禅
を
宣
揚
し
た
と
捉
え
て
い
る
。

か
く
な
る
『
文
字
禅
』
は
宋
代
禅
林
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
禅
林
に
も
影
響
を
与
え
て
お
り
、
江
戸
期
の
曹
洞
宗
廓
門
貫
徹
（
？
～

一
七
三
〇
）
は
同
書
に
註
釈
を
付
し
た
『
註
石
門
文
字
禅
』（
一
七
一
〇
）
を
著
し
て
い
る
。
張
伯
偉
は
、廓
門
が
註
釈
を
付
す
に
あ
た
っ

（1） 

（2） 

（3） 
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て
三
〇
二
種
類
に
及
ぶ
四
部
所
収
の
文
献
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
四
部
所
収
の
文
献
に
精
通
し
て
い
た
廓

門
は
『
文
字
禅
』
に
つ
い
て
「
庶
幾
禅
者
依
此
書
、
知
作
為
詩
文
之
標
準
者
（
庶こ

い
ね
が
わ幾く

は
禅
者
、
此
の
書
に
依
り
て
、
詩
文
を
作
し
為
る

こ
と
の
標
準
と
な
る
者
を
知
ら
ん
こ
と
を
）」（
七
五
五
頁
／
一
七
二
七
頁
）
と
し
て
詩
作
に
あ
た
っ
て
依
拠
す
べ
き
書
と
し
て
『
文
字
禅
』

を
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
回
と
り
あ
げ
る
祭
文
は
『
文
字
禅
』
に
収
め
ら
れ
る
恵
洪
の
様
々
な
詩
作
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
祭
文
と
は
古
来
よ
り
死

者
に
対
し
て
奉
読
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
恵
洪
は
勿
論
で
あ
る
が
、
当
時
の
禅
林
に
お
い
て
如
何
に
死
者
供
養
に
向

き
合
っ
て
い
た
か
、
そ
の
様
子
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
同
書
所
収
の

「
祭
文
」
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
構
成
と
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
恵
洪
の
詩
文
関
係
の
著
作
に
つ
い
て

さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
恵
洪
は
詩
文
に
長
け
て
い
る
こ
と
か
ら
詩
文
に
関
す
る
著
作
が
伝
わ
る
。
ま
ず
『
冷
斎
夜
話
』
で
あ
る
が
、
椎

名
宏
雄
に
よ
れ
ば
恵
洪
が
詩
文
に
関
し
て
見
聞
し
た
事
や
、
詩
人
た
ち
の
逸
話
及
び
そ
れ
ら
の
評
論
な
ど
の
話
題
に
つ
い
て
一
六
一
項
目

で
記
さ
れ
た
も
の
で
、
言
わ
ば
詩
文
に
関
す
る
随
筆
集
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
は
禅
門
に
お
け
る
詩
僧
た
ち
と
一
般

詩
人
・
王
侯
た
ち
と
の
交
渉
を
物
語
る
記
事
も
多
い
こ
と
か
ら
、
北
宋
禅
界
の
多
彩
な
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、『
天
厨
禁
臠
』
に
つ
い
て
は
、
恵
洪
に
よ
る
詩
文
に
対
す
る
論
説
書
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
唐
代
・
宋
代
の
名
句
に
つ
い
て
、

詩
格
ご
と
に
三
八
項
目
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
論
評
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
解
説
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
詩
文
に
つ
い
て
広
い
見
識
を
持
つ
恵
洪
自
身
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
数
多
く
の
作
品
が
、
門
人
覚
慈
に
よ
っ
て
編
集
・

収
録
さ
れ
た
詩
文
集
が
『
文
字
禅
』
で
あ
る
。
な
お
、
同
書
に
対
し
て
は
宋
代
知
識
人
に
よ
る
以
下
の
よ
う
な
評
価
を
確
認
す
る
こ
と
が

（4） 

（5） 
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で
き
る
。

ま
ず
、
陳
振
孫
（
一
一
七
九
～
一
二
六
二
）『
直
斎
書
録
解
題
』
に
お
い
て
は
「
石
門
文
字
禅
三
十
巻
。
僧
、
高
安
、
喩
、
徳
洪
覚
範
撰
。

一
作
恵
洪
。
其
在
釈
門
、
得
法
於
真
浄
克
文
、
而
於
士
大
夫
則
与
党
人
皆
厚
善
、
誦
習
其
文
、
得
罪
不
悔
、
為
張
商
英
、
陳
瓘
、
鄒
浩
、

尤
尽
力
。
其
文
俊
偉
、
不
類
浮
屠
語
、
韓
駒
子
蒼
為
塔
銘
云
爾
。（
石
門
文
字
禅
三
十
巻
。
僧
高
安
、
喩
、
徳
洪
覚
範
の
撰
。
一
に
恵
洪

と
作
す
。
其
れ
釈
門
に
在
り
て
真
浄
克
文
に
得
法
す
。
而
し
て
士
大
夫
に
於
い
て
則
ち
党
人
と
与
に
皆
な
厚
善
し
、
誦
す
に
其
の
文
を
習

う
。
罪
を
得
る
も
悔
い
ず
、
為
に
張
商
英
、
陳
瓘
、
鄒
浩
、
尤
も
尽
力
す
。
其
の
文
俊
偉
に
し
て
、
浮
屠
の
語
に
類
せ
ず
、
韓
駒
、
子
蒼
、

塔
銘
を
為
す
、
云
爾
）」
と
あ
り
、
恵
洪
の
文
体
を
僧
侶
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
「
俊
偉
」
で
あ
る
と
讃
え
て
い
る
。

ま
た
、
許
顗
撰
『
彦
周
詩
話
』
に
は
「
近
時
僧
洪
覚
範
頗
能
詩
（
近
時
僧
洪
覚
範
、
頗
る
詩
を
能
く
す
）」
と
あ
り
、『
文
字
禅
』
巻
一

「
題
李
愬
畫
像
」
を
例
に
「
此
詩
当
与
黔
安
並
駆
也
（
此
の
詩
、
当
に
黔
安
と
並
駆
な
り
」
と
し
て
黄
庭
堅
（
一
〇
四
五
～
一
一
〇
五
）

と
同
等
と
評
す
る
。
そ
し
て
、「
頗
似
文
章
巨
公
所
作
、
殊
不
類
衲
子
。
又
善
作
小
詞
、
情
思
婉
約
、
似
少
游
。
至
如
仲
殊
、
参
寥
、
雖

名
世
、
皆
不
能
及
。（
頗
る
文
章
巨
公
の
作
す
所
と
似
た
り
、
殊
に
衲
子
に
類
さ
ず
。
又
た
善
く
小
詞
を
作
し
、
情
思
婉
約
、
少
游
の
似
し
。

仲
殊
、
参
寥
の
如
き
に
至
っ
て
は
名
世
と
雖
も
皆
な
及
ぶ
こ
と
能
わ
ず
）」
と
し
て
、
秦
観
（
少
游
・
淮
海
居
士
、
一
〇
四
九
～

一
一
〇
〇
）
の
よ
う
に
感
情
表
現
を
抑
え
た
詩
も
得
意
と
し
て
お
り
、
詩
僧
で
知
ら
れ
る
仲
殊
や
道
潜
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
高
く

評
価
し
て
い
る
。

こ
こ
で
『
文
字
禅
』
の
内
訳
を
み
る
と
、「
古
詩
」（
巻
一
～
巻
八
）、「
排
律
」・「
五
言
律
詩
」（
巻
九
）、「
七
言
律
詩
」（
巻
一
〇
～
巻

一
三
）、「
五
言
絶
句
」・「
六
言
絶
句
」（
巻
一
四
）、「
七
言
絶
句
」（
巻
一
五
・
一
六
）、「
偈
頌
」（
巻
一
七
）、「
賛
」（
巻
一
八
・
一
九
）、「
銘
」・

「
詞
」・「
賦
」（
巻
二
〇
）、「
記
」（
巻
二
一
・
二
二
）、「
序
」（
巻
二
三
・
二
四
）、「
記
語
」（
巻
二
四
）、「
題
」（
巻
二
五
・
二
六
）、「
跋
」（
巻

二
七
）、「
疏
」（
巻
二
八
）、「
書
」・「
塔
銘
」（
巻
二
九
）、「
行
状
」・「
伝
」・「
祭
文
」（
巻
三
〇
）
と
な
っ
て
い
る
。

上
記
の
よ
う
に
、
恵
洪
が
様
々
な
形
態
の
詩
作
に
取
り
組
ん
だ
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書
と
言
え
る
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
「
祭

（7） 
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文
」
は
第
三
○
巻
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

三
、『
石
門
文
字
禅
』
所
収
の
祭
文
に
つ
い
て

『
文
字
禅
』
巻
三
〇
に
は
「
祭
文
」
が
二
一
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
祭
文
を
対
象
別
に
分
類
す
る
と
、出
家
者
を
対
象
と
し

た
も
の
が
「
祭
雲
庵
和
尚
文
」（
真
浄
克
文
、
一
〇
二
五
～
一
一
〇
二
）、「
祭
昭
黙
禅
師
文
」（
霊
源
惟
清
、
？
～
一
一
一
七
）、「
祭
妙
高

仁
禅
師
文
」（
華
光
仲
仁
、
不
詳
）、「
祭
覚
林
山
主
文
」、「
祭
幻
住
庵
明
師
弟
文
」（
本
明
無
塵
と
そ
の
弟
子
）、「
祭
鹿
門
灯
禅
師
文
」（
鹿

門
法
灯
、一
〇
七
五
～
一
一
二
七
）、「
祭
五
祖
自
老
文
」（
五
祖
表
自
、？
～
一
一
二
七
）、「
祭
文
七
首
〔
代
〕」、「
祭
老
黄
龍
諡
号
文
〔
代
〕」

（
黄
龍
慧
南
、
一
〇
〇
二
～
一
〇
六
九
）
と
い
う
一
四
篇
で
あ
る
。

ま
た
、
在
俗
者
を
対
象
と
し
た
も
の
が
「
祭
郭
太
尉
文
」（
郭
天
信
、
？
～
一
一
一
二
）、「
祭
朱
承
議
文
」、「
祭
許
先
之
文
」（
許
幾
、

不
詳
）、「
祭
趙
君
文
」、「
瑫
上
人
祭
母
文
」（
妙
湛
思
慧
〔
一
〇
七
一
～
一
一
四
五
〕
の
弟
子
瑫
上
人
の
母
、不
詳
）、「
祭
通
判
夫
人
文
〔
代
〕」

（
周
達
道
通
判
夫
人
、
不
詳
）、「
崇
仁
知
県
赦
後
祭
神
文
」
と
い
う
七
篇
で
あ
る
。

上
記
に
は
対
象
者
の
詳
細
が
不
明
な
も
の
が
あ
る
。
ま
た
「
祭
通
判
夫
人
文
〔
代
〕」、「
祭
文
七
首
〔
代
〕」、「
祭
老
黄
龍
諡
号
文
〔
代
〕」

に
つ
い
て
は
、
恵
洪
自
身
が
捧
げ
た
も
の
で
は
な
く
代
作
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
同
巻
に
は
こ
の
ほ
か
に
「
祈
雨
文
」、「
謝
雨
文
」
の
二
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
祭
文
に
分
類
さ
れ
て
い
る
例
も
み

ら
れ
る
が
、
今
回
は
死
者
を
祭
る
も
の
を
対
象
と
す
る
。

さ
て
、
祭
文
に
つ
い
て
み
る
と
押
韻
を
整
え
た
作
品
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
例
と
し
て
「
祭
五
祖
自
老
文
」
を
取
り
あ
げ

る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（8） 
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古
人
尚
友
、
不
短
千
載
。
苟
曰
気
合
、
何
必
面
対
。
崎
嶇
遠
来
、
僥
倖
為
会
。
坐
未
歓
禅
、
師
不
少
待
。

如
人
噬
臍
、
不
及
何
悔
。
掩
涙
莫
陳
、
意
折
心
碎
。
十
方
現
前
、
去
来
無
礙
。
師
豈
真
亡
、
覿
露
妙
在
。

古
人
友
を
尚
ぶ
、
千
載
を
短
し
と
せ
ず
。
苟
も
気
が
合
う
と
曰
わ
ば
、
何
ぞ
必
し
も
面
対
せ
ん
。
崎
嶇
遠
来
し
、
僥
倖
し
て
会
を
為

す
。
坐
す
も
未
だ
禅
を
歓
ば
ざ
る
に
、
師
少し

ば
らく

も
待
た
ず
。
人
の
臍
を
噬
る
が
如
く
、
何
の
悔
い
か
及
ば
ざ
ら
ん
。
掩
涙
す
る
も
陳

べ
る
こ
と
莫
く
、
意
折
れ
て
心
碎
け
ん
。
十
方
現
前
、
去
来
無
礙
。
師
豈
に
真
に
亡
ら
ん
や
、
覿
露
妙
に
在
ら
ん
。

「
五
祖
自
老
」
と
は
五
祖
表
自
の
こ
と
。『
嘉
泰
普
灯
録
』
巻
一
一
（
続
蔵
一
三
七
、一
八
八
丁
右
上
～
下
）
に
語
を
録
す
五
祖
法
演
（
？

～
一
一
〇
四
）
の
法
嗣
で
あ
る
。
恵
洪
と
は
友
人
で
あ
り
修
行
仲
間
で
あ
っ
た
が
志
な
か
ば
で
死
別
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
恵
洪
は
悲
し

み
の
あ
ま
り
涙
を
押
さ
え
て
別
れ
を
述
べ
よ
う
と
す
る
も
言
葉
が
出
ず
、
心
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
亡
き
五
祖
の
姿
が
面
前
に
現

れ
、
そ
の
死
を
受
け
止
め
ら
れ
な
い
恵
洪
の
感
情
が
読
み
込
ま
れ
て
い
る
。
四
言
一
六
句
の
仄
韻
で
整
え
ら
れ
て
お
り
、
五
祖
と
の
繋
が

り
の
深
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
祭
文
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、「
祭
許
先
之
文
」
を
取
り
上
げ
る
。

維
公
於
国
尽
忠
、
於
家
尽
孝
。
豈
特
天
資
、
亦
学
之
効
。
徳
富
才
高
、
川
増
嶽
秀
。
薦
登
清
華
、
出
縉
紳
右
。

用
舎
進
退
、
有
命
有
義
。
一
斥
而
終
、
料
豈
及
此
。
聖
恩
不
貲
、
五
日
而
至
。
公
独
不
沾
、
陽
城
陸
贄
。

嗟
余
惷
鄙
、
於
物
多
迕
。
幸
不
終
窮
、
有
公
知
遇
。
屋
帰
山
丘
、
舟
逃
夜
壑
。
寓
詞
一
觴
、
心
折
涕
落
。

維
れ
公
、
国
に
於
い
て
忠
を
尽
し
、
家
に
於
い
て
孝
を
尽
す
。
豈
に
特
ら
天
資
な
る
に
、
亦
た
学
の
効
な
ら
ん
か
。
徳
富
み
才
高
く
、

（9） 
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川
増
し
嶽
秀
ず
。
薦
り
に
清
華
に
登
り
、
縉
紳
の
右
に
出
ず
。
用
舎
進
退
、
命
有
り
義
有
り
。
一
た
び
斥
け
ら
れ
て
終
る
、
料
る
に

豈
に
此
に
及
ば
ん
や
と
。
聖
恩
不
貲
、
五
日
し
て
至
る
。
公
独
り
沾
さ
ず
、
陽
城
と
陸
贄
と
を
。
嗟
、
余
は
惷し

ゆ
ん
ひ鄙

に
し
て
、
物
に
於

い
て
多
く
迕た

が

う
。
幸
に
終
窮
せ
ざ
る
は
、
公
の
知
遇
有
れ
ば
な
り
。
屋
、
山
丘
に
帰
し
、
舟
、
夜
壑
に
逃
れ
る
。
詞
を
一
觴
に
寓
す

る
に
、
心
折
れ
て
涕
落
ち
ん
。

許
先
之
と
は
許
幾
（
信
州
貴
渓
出
身
）
の
こ
と
で
、『
宋
史
』
巻
三
五
三
（
一
八
丁
右
～
左
）
に
伝
が
み
ら
れ
る
。
張
商
英
（
一
〇
四
三

～
一
一
二
二
）
が
宰
相
の
時
、参
与
商
議
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
張
商
英
は
無
尽
居
士
と
号
し
、恵
洪
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、『
文

字
禅
』
巻
二
九
に
「
上
張
無
尽
居
士
退
崇
寧
書
」（
七
一
五
頁
／
一
六
三
九
頁
）
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
許
幾
と
恵
洪
と
は
張

商
英
を
通
じ
て
知
遇
を
得
た
と
思
わ
れ
る
。
祭
文
に
は
許
幾
が
国
家
に
対
し
て
貢
献
し
、
家
に
あ
っ
て
は
孝
を
尽
く
し
た
人
物
で
あ
っ
た

こ
と
を
讃
え
、
そ
の
別
れ
を
悼
む
様
子
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
祭
文
は
開
頭
の
二
字
と
四
言
二
四
句
の
仄
韻
で
整
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
同
様
の
四
言
韻
文
は
「
祭
郭
大
尉
文
」（
四
言
七
八
句
、
仄
韻
）、「
瑫
上
人
祭
母
文
」（
四
言
四
二
句
、
仄
韻
）、「
祭
文
③
」
及

び
「
祭
文
④
」（
四
言
二
〇
句
、
平
韻
）、「
祭
文
⑤
」（
四
言
三
二
句
、
平
韻
）、「
祭
文
⑥
」（
四
言
三
二
句
、
平
韻
）
の
六
篇
が
あ
る
。

こ
こ
で
、
こ
の
ほ
か
の
祭
文
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、「
祭
雲
庵
和
尚
文
」
は
真
浄
克
文
に
対
す
る
祭
文
で
あ
る
。
恵
洪
自
身
に
よ
っ

て
「
行
状
」（
巻
三
〇
、七
三
四
頁
～
七
三
七
頁
／
一
六
八
三
頁
～
一
六
九
〇
頁
）
が
著
さ
れ
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
二
三
（
続
蔵

一
三
七
、五
三
二
右
下
～
五
三
四
右
上
）
に
も
立
伝
さ
れ
て
い
る
が
、
恵
洪
に
と
っ
て
真
浄
は
本
師
に
あ
た
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
作

品
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
祭
昭
黙
禅
師
文
」
は
霊
源
惟
清
に
対
す
る
祭
文
だ
が
「
照
黙
禅
師
序
」（
巻
二
三
、六
〇
五
頁
～
六
〇
七
頁
／
一
三
八
四
頁
～

一
三
八
七
頁
）
の
ほ
か
『
僧
宝
伝
』
巻
三
〇
（
五
六
三
右
上
～
五
六
五
右
上
）
に
立
伝
さ
れ
て
い
る
。

上
記
の
よ
う
に
僧
伝
に
詳
細
な
行
状
が
伝
わ
る
人
物
の
祭
文
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
対
象
者
の
行
状
が
不
明
な
祭
文
も
多
く
み
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ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
僧
伝
に
は
未
見
で
あ
る
が
、
そ
の
行
状
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
祭
文
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
例

と
し
て
「
祭
妙
高
仁
禅
師
文
」（
七
四
七
頁
／
一
七
〇
八
頁
～
一
七
一
〇
頁
）
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

孤
鳳
両
雛
、
名
著
諸
方
。
我
初
識
誉
、
未
識
華
光
。
政
和
甲
午
、
還
自
南
荒
。
夜
宿
衡
嶽
、
草
屋
路
旁
。
僕
奴
伝
呼
、
妙
高
大
方
。

連
璧
而
来
、
驚
喜
失
床
。
高
誼
照
人
、
笑
語
抵
掌
。
瀟
湘
平
遠
、
煙
雨
孤
芳
。
挙
以
贈
我
、
不
秘
篋
箱
。
追
繹
陳
跡
、
云
更
幾
霜
。

去
年
中
秋
、
宿
師
雲
房
。
為
留
十
日
、
夜
語
琅
琅
。
曰
我
出
呉
、
游
淮
涉
湘
。
今
三
十
年
、
倦
鳥
忘
翔
。
偶
如
慧
暁
、
懐
思
故
郷
。

想
見
明
越
、
雲
泉
蒼
茫
。
已
遣
阿
湧
、
先
渡
銭
塘
。
不
見
半
年
、
嶺
谷
想
望
。
訃
至
驚
定
、
涙
落
沾
裳
。
思
帰
之
念
、
夫
豈
其
祥
。

嗚
呼
師
乎
、
忠
義
激
昂
。
高
風
逸
韻
、
仁
肝
義
腸
。
縉
紳
相
志
、
遠
公
支
郎
。
此
生
逆
旅
、
已
熟
黄
糧
。
夢
中
呉
楚
、
寧
能
取
将
。

唯
方
広
誉
、
躬
至
影
堂
。
如
我
致
辞
、
而
炷
此
香
。
清
浄
法
身
、
敗
橐
膿
囊
。
光
透
毛
孔
、
不
可
掩
蔵
。
昔
日
非
在
、
今
未
嘗
忘
。

如
水
中
乳
、
莫
逃
鵝
王
。
則
我
与
誉
、
何
用
歎
傷
。

孤
鳳
の
両
雛
、
名
は
諸
方
に
著
わ
る
。
我
れ
初
め
誉
を
識
る
も
、
未
だ
華
光
を
識
ら
ず
。
政
和
甲
午
、
南
荒
自
り
還
る
。
夜
、
衡
嶽

に
宿
す
、
草
屋
の
路
旁
。
僕
奴
伝
呼
す
る
に
、
妙
高
と
大
方
と
。
連
璧
而
し
て
来
り
、
驚
喜
し
て
床
を
失
す
。
高
誼
人
を
照
ら
し
、

笑
語
し
て
掌
を
抵
つ
。
瀟
湘
の
平
遠
、
煙
雨
の
孤
芳
。
挙
し
て
以
て
我
に
贈
る
に
、
篋
箱
に
秘
せ
ず
。
陳
跡
を
追
繹
し
、
云
う
こ
と

更
に
幾
霜
。
去
年
中
秋
、
師
の
雲
房
に
宿
す
。
為
に
留
る
こ
と
十
日
、
夜
語
る
に
琅
琅
た
り
。
曰
く
、
我
れ
呉
を
出
で
、
淮
に
游
び

湘
に
涉
る
。
今
三
十
年
、
倦
鳥
翔
る
こ
と
を
忘
れ
る
。
偶
た
ま
慧
暁
の
故
郷
を
懐
思
す
る
が
如
し
。
明
越
を
想
見
す
れ
ば
、
雲
泉
蒼

茫
た
り
。
巳
に
阿
湧
を
遣
わ
し
、
先
に
銭
塘
に
渡
る
。
半
年
見
え
ず
、
嶺
谷
想
望
す
。
訃
至
り
て
驚
定
し
、
涙
落
ち
て
裳
を
沾
す
。

思
帰
の
念
、
夫
れ
豈
に
其
の
祥
な
ら
ん
や
。
嗚
呼
、
師
か
、
忠
義
激
昂
す
。
高
風
逸
韻
、
仁
肝
義
腸
。
縉
紳
志
を
相
に
す
、
遠
公
支

郎
。
此
生
の
逆
旅
、
巳
に
黄
糧
を
熟
せ
り
。
夢
中
の
呉
楚
、
寧
ぞ
能
く
取
将
せ
ん
。
唯
り
方
広
誉
の
み
、
躬
ら
影
堂
に
至
る
。
我
れ
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致
辞
す
る
が
如
く
、
而
し
て
此
の
香
を
炷
く
。
清
浄
法
身
、
橐
膿
囊
を
敗
る
。
光
毛
孔
を
透
り
、
掩
蔵
す
可
か
ら
ず
。
昔
日
在
る
に

非
ず
、
今
未
だ
嘗
て
忘
れ
ず
。
水
中
の
乳
の
如
く
、
鵝
王
を
逃
る
こ
と
莫
し
。
則
ち
我
と
誉
と
、
何
ぞ
歎
傷
を
用
い
ん
。

妙
高
仁
禅
師
（
華
光
仲
仁
、
生
没
年
不
詳
）
に
対
す
る
祭
文
で
あ
る
。
師
は
南
嶽
惟
鳳
の
法
嗣
で
あ
り
東
林
常
総
（
一
〇
二
五
～

一
〇
九
一
）
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
が
、僧
伝
に
は
未
見
で
あ
る
。
恵
洪
が
政
和
四
年
（
一
一
一
四
）
に
海
南
島
へ
の
配
流
か
ら
帰
っ
た
際
、

南
嶽
（
湖
南
省
衡
陽
市
）
の
草
屋
に
て
滞
在
中
に
妙
高
と
方
広
誉
（
生
没
年
不
詳
）
が
揃
っ
て
現
れ
た
。
両
者
と
も
南
嶽
惟
鳳
の
法
嗣
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
二
人
を
「
孤
鳳
の
両
雛
」
と
表
現
し
て
い
る
。
恵
洪
は
妙
高
と
は
面
識
が
あ
っ
た
が
、
方
広
誉
と
は
こ
の
時

が
初
見
で
あ
っ
た
と
い
う
。
祭
文
で
は
、妙
高
が
遷
化
す
る
前
年
秋
に
は
妙
高
の
も
と
を
訪
れ
て
十
日
ほ
ど
滞
在
し
語
り
合
っ
た
こ
と
や
、

銭
塘
に
移
転
し
た
半
年
後
に
妙
高
の
訃
報
が
届
い
た
こ
と
か
ら
、
方
広
誉
と
共
に
香
を
焚
き
、
別
れ
を
告
げ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

四
言
六
四
句
か
ら
な
り
、
第
一
四
句
と
第
六
〇
句
が
仄
韻
で
、
そ
れ
以
外
は
平
韻
で
整
え
ら
れ
て
い
る
。

妙
高
に
つ
い
て
『
文
字
禅
』
を
み
る
と
、「
祭
文
」
の
ほ
か
に
古
詩
「
華
光
仁
老
作
墨
梅
甚
妙
為
賦
此
」・「
仁
老
以
墨
梅
遠
景
見
寄
作

此
謝
之
二
首
」（
巻
一
、一
二
一
頁
～
一
二
二
頁
／
五
三
頁
～
五
六
頁
）、「
書
華
光
墨
梅
」（
巻
八
、三
〇
一
頁
／
五
六
五
頁
～
五
六
六
頁
）、

題
「
題
華
光
鑑
湖
図
」・「
題
墨
梅
山
水
図
」・「
題
墨
梅
」（
巻
二
六
、六
六
八
頁
～
六
六
九
頁
／
一
五
二
三
頁
～
一
五
二
五
頁
）、
跋
「
跋

山
谷
帖
」・「
跋
行
草
墨
梅
」（
巻
二
七
、六
八
一
頁
／
一
五
五
二
頁
）
等
に
関
連
す
る
作
品
が
複
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。
妙
高
に
つ
い
て
は

「
衡
州
有
花
光
山
長
老
仲
仁
、
能
作
墨
梅
所
謂
花
光
梅
是
也
（
衡
州
に
花
光
山
長
老
仲
仁
あ
り
、
能
く
墨
梅
を
作
す
、
所
謂
ゆ
る
花
光
梅

是
れ
な
り
）」（『
説
郛
』
巻
二
七
下
、欽
定
四
庫
全
書
子
部
、二
一
右
）
と
あ
り
、梅
花
を
墨
の
み
で
写
す
墨
梅
図
で
有
名
な
人
物
で
あ
る
。

行
状
に
つ
い
て
は
僧
伝
に
未
見
だ
が
、
恵
洪
に
と
っ
て
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
祭
文
か
ら
伝
わ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
祭
文
は
基
本
的
に
四
言
二
句
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
確
認
す
る
と
「
敢
昭
告
于
灯
公
禅

師
之
霊
」（
七
四
八
頁
／
一
七
一
二
頁
）
や
「
仰
惟
覚
霊
、
祇
此
栄
福
」（
七
五
二
頁
／
一
七
二
四
頁
）、「
惟
霊
」（
七
四
七
頁
／

（10） 
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一
七
一
〇
頁
、
七
五
〇
頁
／
一
七
一
七
頁
）
と
し
て
亡
き
霊
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
乃
奠
霊
几
」（
七
四
七
頁
／

一
七
一
〇
頁
）、「
謹
以
茗
果
之
奠
」・「
薄
奠
在
盤
、
涙
落
無
所
」（
七
四
八
頁
／
一
七
一
一
頁
～
一
七
一
二
頁
）、「
薦
此
鉢
飯
」（
七
四
七

頁
／
一
七
一
〇
頁
）、「
薦
此
鉢
食
」（
七
四
八
頁
／
一
七
一
一
頁
）
と
し
て
祭
壇
を
設
け
、
飯
・
茶
・
果
物
を
供
え
る
こ
と
や
、「
而
炷
此

香
」（
七
四
七
頁
／
一
七
〇
九
頁
）、「
致
以
香
羞
之
奠
」（
七
四
六
頁
／
一
七
〇
六
頁
）、「
聊
薦
積
香
」（
七
四
九
頁
／
一
七
一
六
頁
）
と

し
て
香
を
焚
い
て
祭
文
を
奉
読
す
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
、「
涙
堕
如
洗
」（
七
四
七
頁
／
一
七
一
〇
頁
）、「
涙
落
無
所
」（
七
四
八

頁
／
一
七
一
二
頁
・
七
五
二
頁
／
一
七
二
一
頁
）、「
心
折
涕
落
」（
七
五
〇
頁
／
一
七
一
七
頁
）、「
意
折
心
摧
」（
七
五
一
頁
／
一
七
二
〇

頁
）、「
涙
落
九
泉
」（
七
五
二
頁
／
一
七
二
二
頁
）
等
の
表
現
に
よ
っ
て
死
者
に
対
し
て
哀
悼
の
意
を
述
べ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
祭
文
が
死
者
供
養
の
一
環
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

四
、
宋
代
禅
宗
に
お
け
る
祭
文
の
展
開
に
つ
い
て

梁
の
劉
勰
撰
『
文
心
雕
龍
』
巻
二
「
祝
盟
」
で
は
祭
文
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。「
若
乃
礼
之
祭
祝
、
事
止
告
饗
。
而
中
代
祭
文
、

兼
讚
言
行
。
祭
而
兼
讚
、
蓋
引
伸
而
作
也
（
乃か

の
礼
の
祭
祝
が
若
き
は
、
事
は
饗
を
告
ぐ
る
に
止
ま
る
。
而
る
に
中
代
の
祭
文
は
兼
ね
て

言
行
を
讚
す
。
祭
に
し
て
讚
を
兼
ぬ
る
は
、
蓋
し
引
伸
し
て
作
れ
ば
な
り
）」（『
新
釈
漢
文
大
系	

文
心
雕
龍
』
巻
上
、
明
治
書
院
、

一
九
七
九
、一
四
六
頁
）。
も
と
も
と
は
儒
教
経
典
『
儀
礼
』
な
ど
で
は
神
霊
に
供
物
を
捧
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
晋
代
に
な
る
と
死
者
を

祭
る
に
あ
た
っ
て
言
行
も
併
せ
て
讃
美
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
れ
は
本
来
の
祝
祷
文
の
意
義
を
拡
大
し
て
捉
え
た
か
ら
だ
と
述
べ
て
い
る
。

か
く
し
て
古
来
よ
り
祭
文
が
作
ら
れ
て
き
た
訳
だ
が
、
仏
教
文
献
に
お
い
て
も
幾
つ
か
の
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

浄
覚
撰
『
楞
伽
師
資
記
』（
七
〇
八
）「
神
秀
章
」
に
は
神
秀
（
？
～
七
〇
六
）
が
東
都
（
河
南
省
洛
陽
市
）
天
宮
寺
で
示
寂
し
た
後
、
龍

門
山
に
葬
ら
れ
る
際
に
祭
文
が
奉
読
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
静
・
均
撰
『
祖
堂
集
』（
九
五
二
）「
第
二
十
八
祖
菩
提
達
摩
和
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尚
章
」
に
は
菩
提
達
摩
を
葬
る
際
に
祭
文
が
奉
読
さ
れ
た
と
伝
わ
る
。
そ
し
て
、仏
日
契
嵩
撰
『
伝
法
正
宗
記
』（
一
〇
六
一
）
巻
五
に
は
、

大
通
二
年
（
五
二
八
）
に
遷
化
し
た
菩
提
達
摩
を
熊
耳
山
（
河
南
省
）
に
葬
る
際
に
祭
文
を
奉
読
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

唐
代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
の
祭
文
に
つ
い
て
、
葉
國
良
は
検
討
を
加
え
、
唐
代
の
韓
愈
（
七
六
八
～
八
二
四
）
が
新
た
な
祭
文
を
創
出

し
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
北
宋
代
の
穆
修
（
九
七
九
～
一
〇
三
二
）、
尹
洙
（
一
〇
〇
一
～
一
〇
四
七
）、
蘇
舜
欽
（
一
〇
〇
八
～

一
〇
四
八
）
の
各
祭
文
を
検
討
し
、
歐
陽
脩
（
一
〇
〇
七
～
一
〇
七
二
）
と
比
較
考
察
し
た
結
果
、
後
世
の
祭
文
は
韓
愈
の
影
響
を
受
け

て
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
謝
敏
玉
は
、
も
と
も
と
祭
文
に
は
天
候
祈
願
や
邪
気
退
散
、
幸
福
祈
願
や
死
者
供
養
と
い
う
複
数
の
目
的
が
あ
る
と
い
う
。
し
か

し
、
前
三
者
に
は
哀
傷
の
意
味
が
な
い
こ
と
か
ら
、
死
者
に
対
す
る
生
者
の
哀
悼
、
評
価
、
賛
頌
、
祝
祷
、
懐
念
、
祈
求
と
い
っ
た
多
種

多
様
の
情
感
や
想
い
を
表
す
も
の
を
「
悼
祭
文
」
と
し
て
定
義
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
全
宋
文
』
に
収
録
さ
れ
る
祭
文
に
つ
い
て
整
理
し
、

三
一
七
四
篇
の
作
品
と
、
約
四
百
人
の
作
者
が
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
一
覧
表
で
示
し
て
い
る
。

そ
こ
で
北
宋
代
の
士
大
夫
の
詩
文
集
を
み
て
み
る
と
、例
え
ば
呂
南
公
（
一
〇
四
七
～
一
〇
八
六
）『
灌
園
集
』
で
は
巻
一
～
巻
三
「
五

言
古
詩
」、
巻
四
「
七
言
古
詩
」「
五
言
律
詩
」、
巻
五
「
七
言
律
詩
」、
巻
六
「
七
言
律
詩
」「
五
言
絶
句
」「
七
言
絶
句
」「
詩
餘
」、
巻
七

「
議
」「
論
」「
序
」、
巻
八
「
序
」、
巻
九
「
記
」、
巻
一
〇
～
巻
一
四
「
書
」、
巻
一
五
「
書
」「
啓
」、
巻
一
六
「
伝
」「
頌
」「
贊
」「
銘
」、

巻
一
七
・
巻
一
八
「
雑
著
」、
巻
一
九
「
墓
表
」「
墓
誌
」「
墓
誌
銘
」、
巻
二
〇
「
墓
誌
銘
」「
祭
文
」
と
い
う
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
を
み
る
と
、『
文
字
禅
』
が
士
大
夫
の
詩
文
集
と
同
様
の
構
成
で
編
集
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
蘇
軾
（
一
〇
三
七
～

一
一
〇
一
）『
東
坡
全
集
』
巻
一
一
四
（
二
六
丁
左
～
二
九
丁
左
）
に
は
「
祭
大
覚
禅
師
文
」
が
あ
り
、
鄒
浩
（
一
〇
六
〇
～
一
一
一
一
）

撰
『
道
郷
集
』
巻
三
八
（
一
丁
右
～
二
一
丁
左
）
に
は
「
祭
建
隆
慶
禅
師
文
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
士
大
夫
が
出
家
者
に
対
す
る
祭
文
を

作
成
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
恵
洪
撰
『
林
間
録
』（
一
一
〇
八
）
を
み
る
と
「
紹
聖
初
、
遊
南
台
、
見
泰
布
衲
祭
石
頭
明
上
座
文
、
敘
其
施
身
食
虎
甚
詳
。

（11） 

（12） 
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乃
知
後
人
不
能
明
。
遂
相
傳
為
遷
禅
師
也
。（
紹
聖
初
め
、
南
台
に
遊
び
、
泰
布
衲
の
石
頭
明
上
座
を
祭
る
文
を
見
る
に
、
其
の
施
身
食

虎
を
敘
ぶ
る
こ
と
甚
だ
詳
し
。
乃
ち
知
る
、
後
人
明
ら
か
に
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
遂
し
て
相
傳
し
て
遷
禅
師
と
為
す
な
り
）」（
続
蔵

一
四
八
、六
一
七
右
上
）
と
あ
る
。
紹
聖
初
（
一
〇
九
四
）
に
南
嶽
玄
泰
上
坐
（
泰
布
衲
）
に
よ
る
祭
文
に
基
づ
く
記
述
が
確
認
で
き
る
。

そ
し
て
、
今
回
取
り
上
げ
る
『
文
字
禅
』
所
収
の
祭
文
が
作
成
さ
れ
た
こ
の
時
期
に
、
長
蘆
宗
賾
編
『
禅
苑
清
規
』（
一
一
〇
三
）
が

制
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
巻
七
「
尊
宿
遷
化
」
を
み
る
と
「
如
有
致
祭
、
於
真
前
陳
設
。
若
不
将
帯
読
祭
文
人
来
、
即
本
院
維
那
書
記
代

読
（
如
し
祭
を
致
す
こ
と
あ
れ
ば
、
真
前
に
於
い
て
陳
べ
設
く
。
若
し
将
に
祭
文
を
読
む
人
を
帯
し
来
ら
ざ
れ
ば
、
即
ち
本
院
の
維
那
・

書
記
代
読
す
）」（
続
蔵
一
一
一
、九
一
六
右
下
）
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
尊
宿
の
葬
送
儀
礼
に
お
い
て
入
龕
後
に
頂
相
に
向
か
っ
て
祭
文

が
奉
読
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
禅
宗
儀
礼
で
祭
文
が
奉
読
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
臨
済
宗
楊
岐
派
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
～
一
一
六
三
）
に
よ
り
多
数
の
祭
文
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
行
状
を
記
す
『
大

慧
普
覚
禅
師
年
譜
』
を
み
る
と
、
三
八
歳
（
一
一
二
六
）
で
「
祭
圜
悟
文
」
を
作
成
し
て
以
降
、
四
八
歳
（
一
一
三
六
）「
祭
文
略
曰
」、

四
九
歳
「
按
祭
圜
悟
和
尚
文
曰
」
が
み
ら
れ
、七
四
歳
「
作
祭
栄
侍
郎
文
」（
一
一
六
二
）
ま
で
一
五
篇
（
う
ち
祭
文
の
本
文
は
八
篇
の
み
）

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
慧
が
祭
文
を
用
い
て
死
者
供
養
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
大
慧
が
陞
座

や
普
説
に
お
い
て
出
家
者
及
び
在
俗
者
の
た
め
に
追
薦
供
養
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
に
お
い
て
確
認
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
の
文
献
を
確
認
す
る
と
、
暁
瑩
仲
温
編
『
羅
湖
野
録
』（
一
一
五
五
自
序
）
に
は
臨
済
宗
黄
龍
派
禾
山
慧
方
（
一
〇
七
三
～

一
一
二
九
）
が
本
師
死
心
悟
新
（
一
〇
四
三
～
一
一
一
六
）
の
遷
化
に
対
し
て
奉
読
し
た
祭
文
（
続
蔵
一
四
二
、九
八
八
右
上
）
が
記
さ

れ
る
ほ
か
、
張
商
英
が
臨
済
宗
黄
龍
派
兜
率
従
悦
（
一
〇
四
四
～
一
〇
九
一
）
に
対
し
「
遣
使
持
文
祭
於
塔
祠
曰
」（
九
七
二
右
下
）
と

し
て
祭
文
を
奉
読
し
た
こ
と
が
伝
わ
る
。
こ
の
よ
う
に
士
大
夫
が
作
成
し
た
祭
文
を
奉
読
し
た
例
は
、
前
に
み
た
例
の
ほ
か
に
も
暁
瑩
編

『
雲
臥
紀
譚
』
に
臨
済
宗
楊
岐
派
舟
峰
慶
老
（
？
～
一
一
四
三
）
の
遷
化
に
対
す
る
李
参
政
漢
老
の
祭
文
（
二
二
右
下
～
二
三
右
上
）
が

伝
わ
る
ほ
か
、
枯
崖
円
悟
編
『
枯
崖
漫
録
』（
一
二
六
三
）
に
は
「
東
㵎
湯
公
漢
祭
以
文
曰
」（
続
蔵
一
四
八
、一
七
九
右
下
）
と
し
て
曹

（13） 

（14） 
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洞
宗
東
谷
妙
光
（
？
～
一
二
五
四
）
に
対
す
る
祭
文
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
物
初
大
観
（
一
二
〇
一
～
一
二
六
八
、
北
礀
居
簡
法
嗣
）
に
つ
い
て
は
、
禅
宗
五
山
第
四
位
南
山
浄
慈
寺
（
浙
江
省
杭
州
市
）

の
住
持
で
あ
っ
た
北
礀
居
簡
（
一
一
六
四
～
一
二
四
六
）
に
対
す
る
葬
送
儀
礼
の
祭
文
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
禅
林

に
お
い
て
祭
文
を
用
い
た
死
者
供
養
が
行
わ
れ
て
い
た
様
子
を
多
数
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、こ
こ
で
禅
宗
清
規
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、『
禅
苑
清
規
』
よ
り
も
祭
文
に
関
す
る
記
述
が
詳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
ず
『
入
衆
須
知
』（
一
二
六
三
頃
）「
諸
方
尊
宿
遺
書
到
」（
続
蔵
一
一
一
、九
六
三
右
上
～
下
）
で
は
、
他
山
の
尊
宿
が
遷
化
し
、
そ
の

遺
書
が
到
着
す
る
と
、
山
内
に
尊
宿
の
遷
化
が
告
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
住
持
は
書
記
に
祭
文
を
手
渡
し
、
庫
司
に
祭
食
の
準
備
を
命
じ

る
。
法
堂
の
西
序
に
位
を
設
け
、翌
日
の
粥
罷
の
上
堂
に
お
い
て
「
挙
哀
（
哀
悼
の
た
め
、「
哀
」
と
大
き
な
声
を
二
、三
声
あ
げ
る
仏
事
）」

及
び
出
班
焼
香
と
い
う
法
要
を
営
み
、
焼
香
し
た
後
に
維
那
が
祭
文
を
宣
読
し
、
挙
経
、
回
向
と
い
う
流
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
当
代
住
持
遷
化
」（
九
六
三
右
下
）
で
は
、
現
職
の
住
持
が
遷
化
し
た
際
、
知
事
・
頭
首
は
住
持
の
書
偈
を
分
担
し
、
諸
山
か

ら
届
い
た
書
に
つ
い
て
は
書
写
し
て
法
堂
西
側
に
並
べ
る
と
あ
る
。
そ
し
て
、「
或
山
門
祭
文
、
別
請
喪
司
書
記
」
と
あ
る
よ
う
に
山
門

の
祭
文
が
あ
る
場
合
に
は
喪
司
や
書
記
を
別
に
拝
請
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
惟
勉
編
『
叢
林
校
定
清
規
総
要
』（
一
二
七
四
・
以
下
、『
校
定
清
規
』）
に
な
る
と
、
祭
文
に
関
す
る
記
述
が
さ
ら
に
詳
細
に

な
る
。
ま
ず
、「
十
四
、
当
代
住
持
涅
槃
」（
続
蔵
一
一
二
、三
八
右
下
～
四
二
右
下
）
で
は
、
住
持
が
遷
化
し
た
後
の
挙
哀
仏
事
の
な
か

に
「
維
那
宣
祭
文
（
維
那
、
祭
文
を
宣
べ
る
）」（
三
九
右
下
）
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
続
く
「
一
、
凡
弔
慰
人
到
（
凡
て
弔
慰
の
人
が
到

る
）」
で
は
「
宣
文
、
如
不
帯
読
祭
文
人
来
、
却
是
本
寺
維
那
、
或
書
記
代
宣
（
文
を
宣
べ
る
に
、
如
し
祭
文
を
読
む
人
を
帯
し
来
ら
ざ

れ
ば
、
却
て
是
れ
本
寺
維
那
或
い
は
書
記
代
り
て
宣
ぶ
）」（
三
九
右
下
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
十
五
、
諸
山
尊
宿
遷
化
遺
書
」（
四
二
右
下
～
四
三
右
下
）
で
は
、
尊
宿
遷
化
の
報
告
を
受
け
て
葬
儀
準
備
に
取
り
組
む
な
か

「
住
持
令
行
者
伝
語
書
記
、
作
祭
文
（
住
持
、
行
者
を
し
て
語
を
書
記
に
伝
え
、
祭
文
を
作
ら
し
む
）」（
四
二
右
下
）
と
あ
る
よ
う
に
翌

（15） 
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日
粥
罷
の
法
要
で
読
み
上
げ
る
祭
文
を
書
記
に
作
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
法
要
に
あ
っ
て
は
「
祭
文
、維
那
宣
読
訖
、挙
楞
厳
呪
、回
向
（
祭

文
、
維
那
宣
読
し
訖
り
、
楞
厳
呪
を
挙
し
、
回
向
す
）」（
四
三
右
上
）
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
読
末
後
祭
文
訖
（
末
後
の
祭
文
を
読
み
訖
え

る
）」（
四
三
右
上
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
複
数
の
祭
文
が
法
要
で
奉
読
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
同
清
規
の
「
亡
僧
」（
四
三
右
下
～
四
五
右
下
）
儀
礼
で
は
祭
文
が
奉
読
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

他
の
清
規
も
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
祭
文
は
「
尊
宿
」
及
び
「
住
持
」
の
遷
化
に
伴
う
儀
礼
で
奉
読
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
の
で
あ
る
。

上
記
の
よ
う
に
清
規
中
に
祭
文
に
関
す
る
記
述
が
詳
細
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
禅
宗
の
葬
送
儀
礼
で
祭
文
を
用
い
る
こ
と
が
定
着
し
て

い
っ
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
南
宋
禅
林
が
死
者
供
養
の
一
環
と
し
て
祭
文
を
作
成
し
、
葬
送
儀
礼
で
用
い
る
こ
と
を
受
け

入
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
恵
洪
の
祭
文
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
禅
僧
が
祭
文
を
作
成
し
て
儀
礼
に
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
最
初
期

の
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

五
、『
禅
儀
外
文
集
』
所
収
の
祭
文
に
つ
い
て

鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
臨
済
宗
聖
一
派
虎
関
師
錬
（
一
二
七
八
～
一
三
四
六
）
に
は
『
禅
儀
外
文
集
』
二
巻

が
あ
る
。
康
永
元
年
（
一
三
四
二
）
六
五
歳
の
撰
述
で
あ
る
が
、
そ
の
序
文
に
は
「
近
世
庸
流
、
叨
作
句
語
体
格
盪
滅
、
故
我
撮
古
之
有

体
製
者
作
類
聚
備
鑑
誡
焉
。（
近
世
の
庸
流
、
叨
に
句
語
を
作
り
て
、
体
格
盪
滅
せ
り
。
故
に
我
古
の
体
製
有
る
者
を
撮
り
て
類
聚
と
作

し
て
鑑
誡
に
備
う
焉
）」
と
あ
る
。
当
時
、
四
六
駢
儷
体
の
体
裁
を
整
え
な
い
も
の
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
を
遺
憾
に
思
い
、
模
範
と
な

る
べ
き
宋
代
禅
僧
の
疏
や
榜
、
祭
文
を
選
定
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
又
尊
宿
入
寂
有
祭
文
。
趙
宋
以
来
尤
繁
矣
。
庸
流

之
失
体
製
者
、与
疏
榜
均
矣
。
故
并
而
纂
。（
又
た
尊
宿
の
入
寂
に
祭
文
有
り
。
趙
宋
以
来
尤
も
繁
き
矣
。
庸
流
の
体
を
失
し
て
製
す
る
者
、

（16） 
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疏
榜
と
均
し
き
矣
。
故
に
并
せ
て
纂
す
）」（
序
二
右
）
と
あ
る
よ
う
に
、
宋
代
以
降
、
尊
宿
の
入
寂
に
際
す
る
祭
文
が
盛
ん
に
な
っ
た
が
、

近
世
で
は
疏
や
榜
と
同
様
に
体
裁
を
整
え
な
い
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
『
外
文
集
』
に
取
り
上
げ
た
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、『
禅
儀
外
文
集
』
の
内
訳
を
み
れ
ば
、「
疏
」
山
門
一
七
篇
・
諸
山
二
四
篇
・
江
湖
六
篇
・
雑
疏
五
篇
、「
榜
」
茶
八
篇
・
湯
七
篇
、

「
祭
文
」
山
門
六
篇
・
諸
山
一
二
篇
・
江
湖
四
篇
・
雑
祭
一
九
篇
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
「
祭
文
」
の
選
者
の
内
訳
を
み
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。「
山
門
」
物
初
大
観
五
篇
、
無
文
道
璨
（
一
二
一
三
～

一
二
七
一
）一
篇
、「
諸
山
」宝
曇
橘
州（
一
一
二
九
～
一
一
九
七
）一
篇
、淮
海
原
肇（
一
一
八
九
～
一
二
六
五
）五
篇
、蔵
叟
善
珍（
一
一
九
四

～
一
二
七
七
）
三
篇
、
物
初
大
観
三
篇
、「
江
湖
」
無
文
道
璨
四
篇
、「
雑
祭
」
恵
洪
四
篇
、
枢
密
蔣
頴
叔
（
蔣
之
奇
一
〇
三
一
～

一
一
〇
四
）
一
篇
、
参
政
李
邴
（
一
〇
八
五
～
一
一
四
六
）
一
篇
、
北
礀
居
礀
四
篇
、
肇
淮
海
四
篇
、
蔵
叟
善
珍
二
篇
、
物
初
大
観
三
篇

で
あ
る
。

な
お
、
恵
洪
に
つ
い
て
み
れ
ば
「
疏
」
山
門
七
篇
（「
圓
悟
住
雲
居
」
七
〇
二
頁
／
一
六
〇
九
頁
、「
璞
老
住
東
禅
」
七
〇
二
頁
／

一
六
一
〇
頁
、「
真
戒
住
開
福
」
七
〇
〇
頁
／
一
六
〇
五
頁
、「
臻
公
住
天
寧
」
六
九
八
頁
／
一
五
九
九
頁
、「
山
老
住
雲
巌
」
六
九
六
頁

／
一
五
九
二
頁
、「
杲
老
住
天
寧
」
六
九
五
頁
／
一
五
八
九
頁
、「
悟
老
住
恵
林
」
六
九
四
頁
／
一
五
八
七
頁
）、「
同
」
諸
山
三
篇
（「
悟

老
住
恵
林
」
六
九
四
頁
～
六
九
五
頁
／
一
五
八
八
頁
、「
雲
老
住
龍
王
」
六
九
九
頁
／
一
六
〇
一
頁
、「
殊
公
住
雲
峯
」
六
九
八
頁
～

六
九
九
頁
／
一
六
〇
〇
頁
）
と
と
も
に
「
雑
祭
」
四
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
四
篇
に
は
、
先
に
取
り
上
げ
た
「
祭
五
祖
自
老
文
」
や
「
祭
許
先
之
文
」
の
ほ
か
に
「
祭
鹿
門
灯
禅
師
文
」
と
「
祭
趙
君
文
」

と
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
残
り
の
二
篇
を
以
下
に
取
り
上
げ
た
い
。
ま
ず
は
「
祭
鹿
門
灯
禅
師
文
」
で
あ
る
。

維
皇
宋
建
炎
元
年
歳
、
次
丁
未
五
月
庚
寅
朔
二
十
日
、
特
敘
復
僧
某
、
謹
以
茗
果
之
奠
、
敢
昭
告
于
灯
公
禅
師
之
霊
。
明
安
宗
風
、

続
佛
寿
命
。
幾
絶
而
存
、
至
師
大
振
。
芙
蓉
東
去
、
随
至
磻
陽
。
如
道
吾
智
、
而
有
石
霜
。
定
慧
既
化
、
遷
住
鹿
門
。
如
青
林
虔
、

（18） 
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而
継
新
豊
。
雖
牧
万
僧
、
如
数
三
四
。
観
其
規
模
、
宝
覚
是
似
。
重
和
改
元
、
髮
僧
宮
寺
。
褦
襶
之
師
、
包
羞
惜
死
。
諂
諛
之
極
、

遂
拝
黄
冠
。
師
笑
視
之
、
泚
其
面
顔
。
蘇
嶺
之
下
、
宝
坊
幻
出
。
何
以
致
之
、
蓋
其
願
力
。
既
孝
其
師
、
又
悌
其
兄
。
有
光
叢
林
、

不
負
佛
恩
。
凜
然
風
神
、
今
成
万
古
。
薄
奠
在
盤
、
涙
落
無
所
。

維
れ
皇
宋
建
炎
元
年
歳
、
丁
未
に
次
る
五
月
庚
寅
朔
の
二
十
日
、
特
に
復
僧
に
敘
せ
ら
る
。
某
、
謹
ん
で
茗
果
の
奠
を
以
て
、
敢
て

昭
ら
か
に
灯
公
禅
師
の
霊
に
告
ぐ
。
明
安
の
宗
風
、
佛
の
寿
命
を
続
ぐ
。
幾
ん
ど
絶
え
ん
と
し
て
存
し
、
師
に
至
り
て
大
い
に
振
う
。

芙
蓉
東
に
去
る
や
、
随
い
て
磻
陽
に
至
る
。
道
吾
智
に
石
霜
有
る
が
如
し
。
定
慧
既
に
化
し
、
遷
り
て
鹿
門
に
住
す
。
青
林
虔
の
新

豊
を
継
ぐ
が
如
し
。
万
僧
を
牧
す
と
雖
ど
も
、
数
三
四
の
如
し
。
其
の
規
模
を
観
る
に
、
宝
覚
是
に
似
た
り
。
重
和
改
元
、
髮
僧
宮

寺
。
褦
襶
の
師
、
包
羞
し
て
死
を
惜
し
む
。
諂
諛
の
極
み
は
、
遂
に
黄
冠
を
拝
す
。
師
笑
い
て
之
を
視
る
も
、
其
の
面
顔
に
泚
す
る
。

蘇
嶺
の
下
、
宝
坊
幻
出
す
。
何
を
以
て
か
之
を
致
さ
ん
、
蓋
し
其
れ
願
力
な
り
。
既
に
其
の
師
に
孝
し
、
又
た
其
の
兄
に
悌
す
。
光

の
叢
林
に
有
り
て
、
佛
恩
に
負
か
ず
。
凜
然
た
る
風
神
、
今
万
古
を
成
す
。
薄
奠
盤
に
在
り
、
涙
落
つ
る
に
所
無
し
。

鹿
門
法
灯
は
建
炎
元
年
（
一
一
二
七
）
五
月
一
三
日
、
五
三
歳
で
遷
化
し
た
。
そ
の
一
週
間
後
の
二
〇
日
、
復
僧
し
た
恵
洪
が
茗
果
を

供
養
し
、
捧
げ
た
祭
文
で
あ
る
。
法
灯
は
大
陽
警
玄
（
九
四
三
～
一
〇
二
七
）
の
宗
風
を
受
け
た
芙
蓉
道
楷
（
一
〇
四
三
～
一
一
一
八
）

の
法
嗣
で
あ
る
。
師
と
共
に
磻
陽
（
河
南
省
安
陽
市
）
に
遷
る
が
、
兄
弟
弟
子
の
鹿
門
自
覚
（
？
～
一
一
一
七
）
の
遷
化
に
伴
い
、
法
灯

は
鹿
門
政
和
禅
寺
（
湖
北
省
襄
陽
市
）
に
住
し
た
。
重
和
改
元
（
一
一
一
八
）、
多
く
の
人
が
自
覚
の
死
を
惜
し
む
に
あ
た
り
、
法
灯
は

こ
れ
に
一
生
懸
命
対
応
し
た
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
法
灯
の
行
状
を
述
べ
た
の
ち
、「
薄
奠
在
盤
、
涙
落
無
所
」
と
い
う
哀
悼
の
辞
を
述

べ
て
い
る
。
な
お
、
恵
洪
は
そ
の
後
「
鹿
門
灯
禅
師
塔
銘
并
序
」（
巻
二
九
）
も
作
っ
て
い
る
。
序
の
四
〇
字
と
四
言
三
六
句
か
ら
な
る

祭
文
で
あ
る
。
仄
韻
九
句
と
平
韻
四
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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そ
し
て
、
も
う
一
篇
が
「
祭
趙
君
文
」
で
あ
る
。

惟
霊
忠
信
恭
敬
、
耀
於
西
州
、
不
為
無
聞
。
年
余
七
十
、
笑
傲
林
丘
、
不
為
無
寿
。
生
有
令
子
、
派
佛
祖
流
、
不
為
無
慶
。
有
一
於

此
、
足
以
忘
憂
。
而
況
三
者
、
兼
有
之
耶
。
茲
山
弗
嗣
、
麋
鹿
所
遊
。
十
年
之
間
、
百
廃
具
修
。
凡
以
令
子
、
徳
義
之
優
故
也
。

余
聞
之
、
鳥
巣
南
枝
、
狐
死
首
丘
。
彼
亦
何
知
、
能
恩
厥
由
。
矧
軽
勢
急
道
、
超
然
特
立
者
、
乃
肯
為
之
羞
乎
。
嗚
呼
、
訃
来
万
里
、

物
故
越
秋
。
等
視
閻
浮
、
譬
如
一
漚
。
公
之
云
亡
、
非
去
非
留
。
薄
奠
告
焉
、
世
礼
則
由
。
雖
神
魂
竟
無
不
知
也
、
尚
能
為
之
歆
不
。

惟
れ
霊
、
忠
信
恭
敬
に
し
て
西
州
に
耀
き
、
聞
く
こ
と
無
か
ら
ん
と
為
さ
ず
。
年
七
十
に
余
り
、
林
丘
に
笑
傲
す
れ
ば
、
寿
無
か
ら

ん
と
為
さ
ず
。
生
み
て
令
子
有
り
、
佛
祖
の
流
を
派
て
ば
、
慶
無
か
ら
ん
と
為
さ
ず
。
此
に
一
つ
も
有
れ
ば
、
以
て
憂
を
忘
れ
る
に

足
れ
り
。
而
し
て
況
ん
や
三
の
者
、
兼
ね
て
之
を
有
す
る
を
耶
。
茲
れ
山
嗣
ぐ
こ
と
弗
く
、
麋
鹿
の
遊
ぶ
所
な
り
。
十
年
の
間
、
百

廃
具
に
修
す
。
凡
そ
令
子
、
徳
義
の
優
な
る
を
以
て
の
故
な
り
。
余
之
を
聞
く
に
、
鳥
は
南
枝
に
巣
し
、
狐
は
死
す
と
き
丘
に
首
ら

す
。
彼
も
亦
た
何
ぞ
知
ら
ん
、
能
く
厥
の
由
を
思
う
こ
と
を
。
矧
ん
や
勢
を
軽
ん
じ
道
を
急
に
し
、
超
然
と
し
て
特
に
立
つ
者
、
乃

ち
肯
て
之
れ
が
為
に
羞
さ
ん
乎
。
嗚
呼
、
訃
万
里
を
来
り
、
物
故
秋
を
越
ゆ
。
閻
浮
を
等
視
す
る
に
、
譬
え
ば
一
漚
の
如
し
。
公
の

亡
と
云
う
は
、
去
る
に
非
ら
ず
留
る
に
非
ず
。
薄
奠
も
て
焉
を
告
ぐ
る
は
、
世
礼
則
ち
由
る
。
神
魂
竟
に
知
ら
ざ
る
こ
と
無
し
と
雖

も
、
尚
お
能
く
之
の
為
に
歆
け
ん
不
。

在
俗
者
の
趙
君
に
対
す
る
祭
文
で
あ
る
。
祭
文
は
以
下
の
三
段
で
構
成
さ
れ
る
。
ま
ず
一
段
目
で
は
、
趙
君
が
西
州
（
蜀
）
に
て
忠
信

恭
敬
で
名
が
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
七
〇
歳
を
超
え
て
人
里
離
れ
た
地
で
元
気
に
過
ご
し
て
い
る
の
は
祝
す
べ
き
こ
と
、
出
家
し
た
男
子

が
い
て
仏
祖
の
流
れ
を
継
承
し
た
の
は
慶
ば
し
い
こ
と
の
三
点
を
兼
ね
備
え
た
人
物
と
し
て
讃
え
て
い
る
。
趙
君
亡
き
あ
と
、
住
む
者
が
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い
な
く
な
り
荒
廃
し
た
山
荘
を
、
徳
の
あ
る
令
息
が
一
〇
年
間
に
何
度
と
な
く
修
理
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
段
目
で

は
鳥
が
故
郷
を
想
っ
て
南
側
の
枝
に
巣
を
作
る
よ
う
に
、
ま
た
、
狐
が
死
ぬ
時
に
故
郷
に
頭
を
向
け
る
よ
う
に
自
然
な
行
な
い
で
あ
る
か

ら
、
令
息
が
ど
う
し
て
羞
じ
る
こ
と
な
ど
あ
ろ
う
か
と
あ
る
。
そ
し
て
、
三
段
目
は
趙
君
の
訃
報
に
秋
に
な
っ
て
接
し
た
恵
洪
が
、
無
常

な
世
間
を
観
じ
な
が
ら
、
世
俗
の
礼
に
随
い
供
物
を
備
え
た
。
そ
の
た
め
、
亡
き
魂
は
き
っ
と
そ
れ
を
欲
し
が
る
こ
と
だ
ろ
う
と
述
べ
て

い
る
。
な
お
、
一
段
目
で
は
四
言
三
句
を
三
回
繰
り
返
し
、
二
段
目
は
四
言
四
句
、
三
段
目
は
四
言
八
句
を
中
心
に
作
成
さ
れ
た
散
文
体

と
な
っ
て
い
る
。
祭
文
の
多
く
が
四
言
二
句
の
構
成
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
当
該
祭
文
は
変
則
的
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
が
「
雑
祭
」
に
収
め
ら
れ
た
四
篇
で
あ
る
。
こ
の
四
篇
を
整
理
す
る
と
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。「
祭
鹿
門
灯
禅
師
文
」
は
序
の

四
〇
字
に
続
く
四
言
三
六
句
の
う
ち
、
仄
韻
九
句
と
平
韻
四
句
で
整
え
た
文
体
で
あ
る
。「
祭
五
祖
自
老
文
」
は
四
言
一
六
句
を
も
っ
て

仄
韻
で
整
え
た
文
体
で
あ
る
。「
祭
許
先
之
文
」
は
開
頭
二
字
に
続
き
、
四
言
二
四
句
を
も
っ
て
仄
韻
で
整
え
た
文
体
で
あ
る
。
そ
し
て
、

「
祭
趙
君
文
」
は
一
段
目
四
言
一
九
句
、
二
段
目
四
言
四
句
、
三
段
目
四
言
八
句
を
主
と
し
た
散
文
体
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
四

篇
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
文
体
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
外
文
集
』
で
は
『
文
字
禅
』
所
収
の
祭

文
か
ら
異
な
る
文
体
の
四
篇
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、『
禅
儀
外
文
集
』
は
そ
の
後
、
義
堂
周
信
（
一
三
二
五
～
一
三
八
八
）
撰
『
禅
儀
外
文
抄
』、
景
聡
興
勗
撰
『
禅
儀
外
文
臆
断
』、

卍
室
祖
价
（
？
～
一
六
八
一
）
撰
『
禅
儀
外
文
伝
疑
鈔
』、
無
著
道
忠
（
一
六
五
三
～
一
七
四
五
）
撰
『
禅
儀
外
文
考
』
な
ど
、
数
多
く

の
注
釈
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
外
文
集
』
は
こ
れ
ら
の
註
釈
書
と
と
も
に
後
世
に
広
く
読
ま
れ
た
書
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
註
釈
書
で
は
基
本
的
に
語
義
や
句
義
が
記
さ
れ
る
が
、
例
え
ば
『
禅
儀
外
文
集
鈔
』
に
は
「
不
為
無
聞
年
余
七
十
」
に
対
す

る
割
註
と
し
て「
此
句
以
下
壽
慶
之
句
。
押
韻
之
外
、謾
之
句
矣
耳（
此
の
句
以
下
は
壽
慶
の
句
。
押
韻
の
外
は
謾
の
句
な
る
の
み
）」（
二
三

丁
左
）
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
押
韻
に
関
す
る
記
述
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
禅
儀
外
文
集
』
に
所
収
さ
れ
る
各
種
文
体
は
詩
作
に
お

け
る
作
成
例
と
し
て
も
活
用
さ
れ
た
様
子
が
窺
え
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、『
文
字
禅
』
所
収
の
祭
文
は
、
本
来
は
死
者
供
養
の

（19） 
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目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
世
で
は
詩
作
の
文
体
例
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

六
、
小　

結

上
記
に
つ
い
て
、
整
理
す
る
と
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。

ま
ず
祭
文
は
、
古
来
よ
り
天
地
鬼
神
を
祭
る
た
め
や
幸
福
祈
願
の
た
め
に
奉
読
さ
れ
て
き
た
が
、
や
が
て
死
者
供
養
を
主
な
目
的
と
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
北
宋
に
な
る
と
士
大
夫
に
よ
り
多
数
の
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
が
、
祭
文
を
作
成
す
る
禅
僧
も
現
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
今
回
取
り
上
げ
た
恵
洪
は
ま
さ
に
そ
の
最
初
期
の
禅
僧
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
宋
代
に
な
っ
て
清
規
に
法
要
が
成
文
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
儀
式
の
な
か
に
祭
文
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く
様
子
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
は
『
禅
苑
清
規
』
か
ら
『
入
衆
須
知
』、
そ
し
て
『
叢
林
校
定
清
規
』
に
か
け
て
祭
文
に
関
す
る
記
述
が
詳

し
く
な
っ
て
い
く
訳
だ
が
、
こ
の
背
景
に
は
大
慧
宗
杲
を
は
じ
め
と
す
る
南
宋
禅
林
に
お
い
て
、
死
者
供
養
の
一
環
と
し
て
祭
文
を
用
い

て
い
た
こ
と
が
受
容
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

の
ち
に
日
本
で
は
虎
関
師
練
に
よ
り
『
禅
儀
外
文
集
』
が
編
纂
さ
れ
、『
文
字
禅
』
か
ら
は
四
篇
の
祭
文
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
文
体
を
異
に
す
る
祭
文
と
し
て
採
録
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
り
本
来
は
死
者
供
養
を
目
的
と
し

て
作
成
さ
れ
た
恵
洪
の
祭
文
は
、
後
世
に
あ
っ
て
は
文
体
作
成
に
あ
た
っ
て
の
手
本
と
し
て
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
い
え

る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
『
文
字
禅
』
所
収
の
祭
文
を
取
り
上
げ
、
そ
の
構
成
や
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
た
だ
し
、
今
回
の
考
察

で
は
祭
文
の
み
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。『
文
字
禅
』
中
に
は
詩
文
は
勿
論
の
こ
と
、
禅
僧
の
行
状
や
寺
院
に
関
す
る
記
述
が

多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
作
品
の
検
討
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

『石門文字禅』所収の祭文についての一考察 　168



〔
参
考
文
献
〕

・
柳
田
聖
山
『
禅
の
文
化	

資
料
編
』（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
八
年
三
月
）

・
柳
田
聖
山
、
椎
名
宏
雄
編
『
禅
学
典
籍
籍
叢
刊
』
第
五
巻
（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）

・
周
裕
鍇
①
「
恵
洪
文
字
禅
的
理
論
与
実
践
及
其
対
後
世
的
影
響
」（
北
京
大
学
学
報
〔
哲
学
社
会
科
学
版
〕
二
〇
〇
八
年
第
四
期
）

・
周
裕
鍇
②
『
宋
僧
恵
洪
行
履
著
述
編
年
総
案
』（
高
等
教
育
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）

・
張
伯
偉
『
廓
門
貫
徹
《
註
石
門
文
字
禅
》
譾
論
』（『
域
外
漢
籍
研
究
集
刊
』
第
四
集
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）

・
張
伯
偉
・
郭
醒
・
童
嶺
・
卞
東
波
点
校
『
日
本
宋
代
文
学
研
究
叢
刊	

注
石
門
文
字
禅
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
年
二
月
）

・
葉
國
良
「
唐
宋
哀
祭
文
的
発
展
」（『
台
大
中
文
学
報
』
第
一
八
期
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）

・
謝
敏
玉
「
宋
代
哀
祭
文
研
究
」（
中
国
社
会
研
究
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）

・
石
井
修
道
①
「
大
慧
禅
師
年
譜
の
研
究
（
上
）」（『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
三
七
、一
九
七
九
年
三
月
）

・
石
井
修
道
②
「
大
慧
禅
師
年
譜
の
研
究
（
中
）」（『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
三
八
、一
九
八
〇
年
三
月
）

・
石
井
修
道
③
「
大
慧
禅
師
年
譜
の
研
究
（
下
）」（『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
四
〇
、一
九
八
二
年
三
月
）

・
石
井
修
道
④
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
―
中
国
曹
洞
宗
と
道
元
禅
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
）

・
拙
稿
①
「
廓
門
貫
徹
『
註
石
門
文
字
禅
』
の
考
察
」（『
宗
学
研
究
』
第
五
一
号
、
二
〇
〇
九
年
）

・
拙
稿
②
「
宋
代
禅
宗
に
お
け
る
供
養
の
一
様
相
（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
（
第
二
〇
回
）』、
二
〇
一
九
年
三
月
）

・
拙
稿
③
「
宋
代
禅
宗
と
死
者
供
養
―
祭
文
に
焦
点
を
あ
て
て
―
」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
三
四
、二
〇
二
一
年
三
月
）

169　『禪學研究』第100號，2022年3月



〈
註
〉

（　

）	

柳
田
聖
山
『
禅
の
文
化	

資
料
編
』
五
三
頁
。

（　

）	
周
裕
鍇
①
「
恵
洪
文
字
禅
的
理
論
与
実
践
及
其
対
後
世
的

影
響
」
八
三
頁
～
八
四
頁
。

（　

）	

柳
田
聖
山
・
椎
名
宏
雄
編
『
禅
学
典
籍
籍
叢
刊
』
第
五
巻

所
収
。
ま
た
、
張
伯
偉
・
郭
醒
・
童
嶺
・
卞
東
波
点
校
『
日

本
宋
代
文
学
研
究
叢
刊	

注
石
門
文
字
禅
』
が
あ
る
。
本

稿
に
お
け
る
『
石
門
文
字
禅
』
に
関
し
て
は
両
書
の
該
当

頁
数
を
併
記
す
る
。

（　

）	

張
伯
偉
『
廓
門
貫
徹
《
註
石
門
文
字
禅
》
譾
論
』
二
〇
七

頁
～
二
一
八
頁
。

（　

）	

廓
門
に
関
す
る
考
察
に
つ
い
て
は
前
出
張
氏
論
文
の
ほ
か
、

拙
稿
①「
廓
門
貫
徹『
註
石
門
文
字
禅
』の
考
察
」が
あ
る
。

（　

）	

前
出
『
禅
学
典
籍
籍
叢
刊
』
所
収
の
椎
名
氏
解
題
に
よ
る
。

『
冷
斎
夜
話
』
に
つ
い
て
は
同
書
八
五
四
頁
、『
天
厨
禁
臠
』

に
つ
い
て
は
同
書
八
五
八
頁
を
参
照
し
た
。

（　

）	

欽
定
四
庫
全
書
、
集
部
三
、
紀
昀
（
一
七
二
四
～

一
八
〇
五
）・
陸
錫
熊
（
一
七
三
四
～
一
七
九
二
）・
孫
士

毅
（
一
七
二
〇
～
一
七
九
六
）・
陸
費
墀
（
一
七
三
一
～

一
七
九
〇
）
編
『
石
門
文
字
禅
堤
要
』（
一
右
～
一
左
）

に
お
い
て
、
陳
振
孫
（
一
一
七
九
～
一
二
六
二
）『
直
斎

書
録
解
題
』
及
び
許
顗
撰
『
彦
周
詩
話
』
に
て
『
文
字
禅
』

に
つ
い
て
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
な
お
、

両
書
の
本
文
に
つ
い
て
は
『
郡
齊
読
書
志	

直
斎
書
録
解

題
』（
中
文
出
版
社
、一
九
八
四
年
五
月
、六
九
七
頁
）、『
彦

周
詩
話
』（
欽
定
四
庫
全
書
集
部
、六
丁
右
～
左
）
に
よ
る
。

（　

）	

各
祭
文
の
該
当
箇
所
及
び
構
成
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
。

(1)
「
祭
雲
庵
和
尚
文
」（
七
四
五
頁
～
七
四
六
頁
／

一
七
〇
五
頁
～
一
七
〇
六
頁
）
四
言
五
六
句
、
(2)
「
祭
昭

黙
禅
師
文
」（
七
四
六
頁
／
一
七
〇
六
頁
～
一
七
〇
八
頁
）

一
八
字
・
四
言
二
三
句
、(3)
「
祭
妙
高
仁
禅
師
文
」（
七
四
七

頁
／
一
七
〇
八
頁
～
一
七
一
〇
頁
）
四
言
六
四
句
、(4)
「
祭

覚
林
山
主
文
」（
七
四
七
頁
／
一
七
一
〇
頁
～
一
七
一
一

頁
）
二
字
・
四
言
三
〇
句
、
(5)
「
祭
幻
住
庵
明
師
弟
文
」

（
七
四
七
頁
～
七
四
八
頁
／
一
七
一
一
頁
）
四
言
三
六
句
、

(6)
「
祭
鹿
門
灯
禅
師
文
」（
七
四
八
頁
／
一
七
一
一
頁
～

一
七
一
三
頁
）
序
四
〇
字
・
四
言
三
六
句
、
(7)
「
祭
五
祖

自
老
文
」（
七
四
八
頁
／
一
七
一
三
頁
～
一
七
一
四
頁
）

四
言
一
六
句
・
仄
韻
、
(8)
「
祭
郭
太
尉
文
」（
七
四
八
頁

～
七
四
九
頁
／
一
七
一
四
頁
～
一
七
一
六
頁
）
四
言
七
八

句
・
仄
韻
、
(9)
「
祭
朱
承
議
文
」（
七
四
九
頁
／

一
七
一
六
頁
）
二
字
・
四
言
二
九
句
、
(10)
「
祭
許
先
之
文
」

（
七
四
九
頁
～
七
五
〇
頁
／
一
七
一
六
頁
～
一
七
一
七
頁
）

二
字
・
四
言
二
四
句
・
仄
韻
、
(11)
「
祭
趙
君
文
」（
七
五
〇

頁
／
一
七
一
七
頁
～
一
七
一
八
頁
）
散
文
体
（
四
言
一
九

句
・
四
言
四
句
・
四
言
八
句
）、
(12)
「
瑫
上
人
祭
母
文
」

（
七
五
〇
頁
／
一
七
一
八
頁
～
一
七
一
九
頁
）
四
言
四
二

1234567
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句
・
仄
韻
、
(13)
「
祭
通
判
夫
人
文
〔
代
〕」（
七
五
〇
頁
～

七
五
一
頁
／
一
七
一
九
頁
～
一
七
二
〇
頁
）
散
文
体
、
(14)

「
祭
文
①
」（
七
五
一
頁
／
一
七
二
〇
頁
）
散
文
体
、(15)
「
祭

文
②
」（
七
五
一
頁
／
一
七
二
一
頁
）四
言
五
四
句
、(16)「
祭

文
③
」（
七
五
二
頁
／
一
七
二
一
頁
）
四
言
二
〇
句
・
平
韻
、

(17)「
祭
文
④
」（
七
五
二
頁
／
一
七
二
二
頁
）四
言
二
〇
句
・

平
韻
、
(18)
「
祭
文
⑤
」（
七
五
二
頁
／
一
七
二
二
頁
）
四

言
三
二
句
・
平
韻
、
(19)
「
祭
文
⑥
」（
七
五
二
頁
／

一
七
二
二
頁
～
一
七
二
三
頁
）
四
言
三
二
句
・
平
韻
、
(20)

「
祭
老
黄
龍
諡
号
文
〔
代
〕」（
七
五
二
頁
～
七
五
三
頁
／

一
七
二
三
頁
～
一
七
二
四
頁
）
散
文
体
、
(21)
「
崇
仁
知
県

赦
後
祭
神
文
」（
七
五
三
頁
／
一
七
二
四
頁
）
散
文
体
の

二
一
篇
。
な
お
、「
祭
文
七
首
」
に
つ
い
て
は
内
容
を
検

討
し
た
結
果
、『
註
文
字
禅
』の
指
摘
に
基
づ
き
六
首
と
し
、

祭
文
の
区
切
り
は
張
氏
校
点
本
に
基
づ
い
た
。
拙
稿
「
宋

代
禅
宗
と
死
者
供
養
―
祭
文
に
焦
点
を
あ
て
て
―
」
で
は

「
祭
文
七
首
」
を
踏
ま
え
て
二
二
篇
と
し
た
が
こ
こ
に
訂

正
す
る
。

（　

）	

な
お
、
五
祖
法
演
下
に
関
す
る
祭
文
に
つ
い
て
は
「
祭
文

③
」（
四
言
二
〇
句
）
が
み
ら
れ
る
。

（　

）	

福
厳
惟
鳳
と
も
。
東
林
常
總
法
嗣
。「
方
広
誉
老
語
録
序
」

（
鄒
浩
撰
『
道
郷
集
』
巻
二
八
）
に
「
従
誉
嗣
福
厳
奉
老
子
、

住
方
広
聖
道
塲
」
と
あ
る
。
周
裕
鍇
論
文
②
四
四
頁
～

四
五
頁
。

（　

）	

葉
國
良
「
唐
宋
哀
祭
文
的
発
展
」
参
照
。

（　

）	

祭
文
の
定
義
に
つ
い
て
は
「
宋
代
哀
祭
文
研
究
」
一
四
二

頁
。
ま
た
、『
全
宋
文
』
収
録
祭
文
の
一
覧
表
「
宋
代
祭

文
篇
目
統
計
」
は
一
五
七
頁
～
一
六
三
頁
に
あ
る
。

（　

）	

石
井
修
道
①
～
③「
大
慧
禅
師
年
譜
の
研
究（
上
）～（
下
）」

参
照
。

（　

）	

拙
稿
②
「
宋
代
禅
宗
に
お
け
る
供
養
の
一
様
相
」
に
お
い

て
大
慧
が
陞
座
や
普
説
で
追
薦
を
実
施
し
て
い
た
一
二
例

を
検
討
し
た
。

（　

）	

拙
稿
③
「
宋
代
禅
宗
と
死
者
供
養
―
祭
文
に
焦
点
を
あ
て

て
―
」
参
照
。

（　

）	

清
規
に
お
け
る
祭
文
の
変
遷
に
つ
い
て
は
拙
稿
③
「
宋
代

禅
宗
と
死
者
供
養
―
祭
文
に
焦
点
を
あ
て
て
―
」
参
照
。

（　

）	

底
本
に
は
寛
永
三
年
本
（
一
六
二
六
、四
条
寺
町
刊
、
上

下
二
巻
、
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
所

収
）
を
用
い
た
。
な
お
、
寛
永
一
四
年
本
（
一
六
三
七
、

中
野
市
右
衛
門
刊
、
一
冊
、
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
所
収
）
を
参
照
し
た
。

（　

）	

鹿
門
法
灯
及
び
「
祭
鹿
門
灯
禅
師
文
」
に
つ
い
て
は
石
井

修
道
④
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』
二
八
三
頁
に
考
察
が
み

ら
れ
る
。

（　

）	
早
稲
田
大
学
所
蔵
『
禅
儀
外
文
集
鈔
』（
寛
永
二
〇
年

〔
一
六
四
三
〕
二
條
通
玉
屋
町
村
上
平
楽
寺
開
版
）。

（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー　

常
任
研
究
員
）
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